聖マリアンナ医科大学病院 循環器内科で心エコー図検査を受けられた　
患者さん・ご家族の皆様へ
【左室収縮能低下合併中等度大動脈弁狭窄症症例の予後に関する後ろ向き研究】
について
	(1)研究の目的
現在、私たちの社会は高齢化が進んでいます。その中で大動脈弁狭窄症という心臓の病気がよく見られるようになってきています。さらに、虚血性心疾患などの他の心疾患があると心臓のポンプの役割をする左室の機能が低下することがあります。特に、左室の機能が低下している場合に大動脈弁狭窄症があると予後が良くないことが分かっています。しかし、具体的にどんな要因が予後を悪くしているのかはまだよくわかっていません。私たちはこの点に着目し、左室の機能低下と大動脈弁狭窄症を合わせ持つ患者さんの状態を詳しく調べる研究を行っております。この研究を通じてどのような要因が病状に影響して予後を悪くしているのか、またどのように治療に役立てられるかなどの新しい情報を得ることを目指しています。
(2)研究の対象について
2010年1月1日以降に聖マリアンナ医科大学病院及び新東京病院/新東京ハートクリニック（千葉県松戸市）で心エコー図検査を受けられた方です。
(3)研究実施期間
承認日〜2026年12月31日
(4)研究課題名：左室収縮能低下合併中等度大動脈弁狭窄症症例の予後に関する後ろ向き研究
(5)抽出項目
年齢、性別、身長、体重、既往歴、併存疾患、生活歴、内服薬、血液検査所見、心電図検査所見、心エコー図検査所見、死亡、心不全入院など。
(6)個人情報の保護について
この研究では個人情報をコード化しますので、個人が特定できるような情報が外に漏れることは一切ありません。情報は個人情報管理者が管理を行い、鍵付きの棚で厳重に取り扱います。
(7)研究結果の公表について
研究結果は医学研究学会誌や学会等で発表される予定です。その場合も個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
＊この研究の対象となる方で、ご自身あるいはご家族の情報を登録したくない場合は、2025年12月1日までに下記のお問い合わせ先までご連絡ください。お申し出がなかった場合は、情報の提供を了承されたものとさせて頂きます。なお、参加の有無が今後の治療などに影響することはございません。
＊本研究は聖マリアンナ医科大学病院及び新東京病院/新東京ハートクリニック生命倫理委員会(臨床試験部会)で審議され、学長または病院長の許可を得て実施しております。
【連絡先】
聖マリアンナ医科大学病院 循環器内科
住所：〒216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)（受付時間　平日8：30～17：00）
研究責任者：出雲昌樹（PHS：81325）



